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７月末現在の会員数539人
（男性334人・女性205人）

シルバー人材センターの理念

自 主 自分のものとして考え

自 立 自分たちの力で育てる

共 働 一緒になって働き

共 助 お互いに助け合う

「安全・適正就業強化月間」出発式
グルー プリー ダーら が無事 故を 宣誓

７月は「安全・適正就業強化月間」。初日の１日、コロナ禍と梅雨が長引く中、シルバー

ワークプラザ駐車場で公園草刈グループの正副リーダーや役職員など12人が参加して出発

式を行った。コロナ緊急事態宣言が延長されている最中とあって、参加人数を大幅に制限、

昨年度に続き規模縮小の出発式となった。上原秀雄理事長は「緊急事態宣言が延長される

という大変な状況になっている。このような中、リーダーの皆さんが率先してコロナ禍対

策と熱中症対策を講じ、安心して就業できる環境づくりをお願いしたい。無事故を目指し、

会員の皆さんの健康を願いつつも安全第一を心掛けてほしい」と挨拶。続いて、上江洲勝

安全推進員は「今年度はすでに１件の傷害事故が発生。特に刈払機の事故が多発傾向にあ

る。リーダーの安全意識は高いが、会員個々まで意識が浸透しているとは言い難い。そう

した課題にも取り組みながら事故ゼロを目指してほしい」と会員の協力をお願いした。最

後に、就業会員を代表して高吉満弘さんが「事故を起こさない ケガをしない ケガをさせ

ない」と宣誓、ガンバロー三唱で安全就業と無事故を誓い合った。
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令和３年度安全・適正就業推進会議を開催
緊急事態宣言再延長で安全大会を変更

コロナ緊急事態宣言が再延長されたため、県シルバー連合主催の安全・適正就業推進大会が担

当者会議に切り替わるなど各地で大会開催の変更・縮小が相次ぎ、当シルバーセンターも従来の

大会を会議に変更、７月16日「令和３年度シルバー人材センター安全・適正就業推進会議」をシ

ルバーワークプラザ２階大会議室で開催した。同会議には役職員や草刈グループリーダーなど11

人が参加、仲宗根正史事務局長の進行で始まり、上原秀雄理事長に代わって浜比嘉宗明副理事長

が挨拶、小橋川啓安全・適正就業委員長が事故状況を報告。安全就業、コロナ感染症予防及び熱

中症対策について会員への周知協力をお願いした。今回の会議は、参加人数の制限をはじめ会議

内容も簡素化し、30分で終了するという異例のものとなった。（２，３面に関連）

< 熱中症予防対策10ヶ条 > < 安全就業の心得10ヶ条 >

１．快適感、温冷間などの主観的感覚に頼らない

２．環境指導として、気温・湿度・風速・日射

（放射）に留意する

３．生理指標として、体温・心拍数・体重を随時

測定し、身体の暑熱負担の状態を客観的にモ

ニターする

４．暑い時は作業量を減らし、休憩を十分にとる

５．定期的に水分・塩分を補給する。のどの渇き

に頼らない

６．急な暑さに気をつけて、徐々に暑さに慣れる

７．作業服は通気性、透湿性のあるものを選ぶ

８．体調不良の時や糖尿病、高血圧などで治療服

薬中の人はできるだけ作業を控える。やむを

得ず行う場合は一人作業を避ける

９．睡眠不足、朝食抜き、大量飲酒など不摂生な

生活をやめ、普段から運動して肥満を防止す

る

10．熱中症の警戒信号（初期兆候）を知っておく

１．健康管理に留意し、常に健康な状態で就

業する

２．仕事の前日は十分に睡眠をとる

３．服装・履物・保護具は仕事に適したもの

を着用する

４．仕事を始める前には準備運動をする

５．保護具や器具類は使用する前に必ず点検

する

６．加齢による身体の機能低下を十分に認識

し、無理をしないようにする

７．仕事をするときは急いだり、あわてたり

せず、安全第一を心がける

８．就業の場は常に整理整頓を心がける

９．共同で仕事をするときは合図・連絡を正

確に行う

10．行き帰りも仕事のうち、交通事故に遭わ

ないようにしよう



（３）令和３年８月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１７１号）

左
記
の
議
案
が
、
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
「
一

般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第

96
条
」
及
び
「
定
款
第
38
条
」
の
規
定
に
よ
り
、
理

事
全
員
が
書
面
で
も
っ
て
同
意
の
意
思
表
示
を
し
た

た
め
、
理
事
会
決
議
を
省
略
し
、
み
な
し
決
議
と
な
っ

た
。議

案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
、
３

人
（
女
性
２
人
・
男
性
１
人
）
を
承
認
。

そ
の
結
果
７
月
20
日
現
在
の
会
員
数
は
５
３
９
人

（
女
性
２
０
５
人
・
男
性
３
３
４
人
）
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
就
業
実
人
員
・
就
業
延
人
員
・

配
分
金
・
契
約
金
額
落
込
む

ー
６
月
実
績
ー

令
和
３
年
６
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
３

６
人
で
２
人
の
減
（
▲
０
・
３
％
）
、
就
業
実
人
員

２
９
９
人
で
20
人
の
減
（
▲
６
％
）
、
就
業
延
人
員

３
０
２
０
人
で
８
３
５
人
の
減
（
▲
27
％
）
、
配
分

金
約
１
５
７
０
万
円
で
約
４
２
０
万
円
の
減
（
▲
26

％
）
、
契
約
金
額
約
１
９
８
７
万
円
で
約
５
０
８
万

円
の
減
（
▲
25
％
）
と
な
っ
た
。

（
対
前
年
比
同
月
比
）

先
月
に
続
き
第
４
回
理
事
会
も

緊
急
事
態
宣
言
で
み
な
し
決
議

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

い
つ
ま
で
も

働
く
喜
び

無
事
故
か
ら

熱 中 症 予 防 対 策 の ポ イ ン ト

新
入

会

員

紹

介

７
月
20
日
付
で
３
人
（
女
性
２
人
・
男
性

１
人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

仲
宗
根

正
展

（
美
里
中
校
地
区
）

平
野

幸
子

（
美
里
中
校
地
区
）

金
城

恵
子

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

無

事

故

記

録

令
和
３
年
５
月
18
日
～

〃

〃

７
月
20
日
現
在

63日
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編

集

編

集

後

記

◇８月の予定◇

・
10
日
（
火
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
24
日
（
火
）
午
前
10
時

第
５
回
理
事
会

・
26
日
（
木
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

東
條

正
躬

大
城

博

酷
暑
続
き
の
夏
本
番
。
安
全
就
業
を
推
進

す
る
う
え
で
熱
中
症
の
予
防
対
策
は
欠
か
せ

な
い
。
そ
れ
に
関
連
し
て
「
暑
熱
順
化
」
と

い
う
の
を
よ
く
耳
に
す
る
。
体
を
暑
さ
に
慣

ら
し
て
い
く
と
い
う
文
字
通
り
の
意
味
あ
い

で
、
そ
の
効
果
に
関
心
が
集
ま
る
。
暑
熱
順

化
す
る
と
低
い
体
温
で
も
汗
を
か
き
や
す
く

な
り
、
汗
の
量
や
皮
膚
の
血
流
が
増
え
て
熱

が
逃
げ
、
体
温
の
上
昇
を
防
ぐ
。
結
果
、
体

温
調
節
が
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、

熱
中
症
に
な
り
に
く
い
体
に
な
る
と
い
う
。

体
を
暑
さ
に
慣
れ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日
常

生
活
の
中
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
筋
ト
レ
・
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
無
理
の
な
い
運
動
と
入
浴
で

汗
を
か
く
よ
う
に
す
る
と
よ
い
ら
し
い
。


